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I はじめに
都市近郊に立地する農業は，地価に対応する高価格の農産物を生産する高等園芸(青鹿， 1935)や
軟弱野菜の栽培に特徴がある(小田内， 1918).後者は東京東郊の江戸川区局辺の小松菜やつまみ菜
栽培の多毛作に表れていた.東京卸売市場年報によれば，つまみ菜は依然として東京都が独占的地位
を占めているものの，現在東京都江戸川区でつまみ菜を栽培している農家は，小松菜に比べると僅か
で消滅寸前にあるという 1)
一方，茨城県南部においてはつまみ菜栽培が1990年前後からみられるようになってきた.近郊農
業は外延的拡大をしてきたのだから，茨城県南部でつまみ菜が栽培されるのは当然かもしれない. し
かし，その外延的拡大現象は，花芥(沢田， 1972， 1996 ;斎藤， 1995)や小松菜，ホーレンソウな
どのように連続的に拡大するのではなく，飛地的に，あたかも癌細胞が「転移Jするように何の脈絡
もなく栽培が始まったという印象を受ける.本稿では，茨城県南部におけるつまみ菜栽培を近郊農業
の転移現象として把握し，江戸川区で行われてきたつまみ菜栽培を視野に入れて，それらが如何に茨
城県に伝播し，受容されてきたかを解明することを目的とする.
周知のようにわが国の近郊農業研究は東京西郊を対象とした小田内(1918)の研究に始まり，青鹿
(1935)の研究によって精級化された(浮田， 1957). 戦後，高度経済成長とともに住宅地などの都市
的施設の郊外進出が高まり，近郊の農地が漬廃された(斎藤・吉田， 1978).尾留)1ほか(1967)は，
都市化の中に生き残る農業を「市街地農業Jとよび，佐々木ほか(1969)は近郊にも野菜産地が存続
する事例をあげ，白坂・豊島(1986)は武蔵野におけるウド栽培農家の生き残り戦略を遠隔地へのウ
ドの委託栽培に見いだした.一方，斎藤ほか(1985，1987)は近郊農家のスポーツ施設の経営に着目
している (Saitoet a1.， 1985; Saito and Kanno， '1990). 
東京東郊における軟弱野菜の栽培は平くから注目されてきた.山内・大内(1923)は， r焔のま5積
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は大きくはないが ここが東京市相手の疏菜農の活動地で、極めて集約な耕作が行われて居る.…その
地の名を冠せる亀戸大根，大島葱，小松菜などjが栽培されてきたことを明らかにした.筆者の一人
斎藤は， 1979年 5)~ 19 r=1に江戸川区の一之江町4で住宅など都市的施設にITまれたつまみ菜栽培をみ
て，近郊農業の極地と!惑じた(写真 1).当時，宇喜多1IJ。ではつまみ菜栽培とともに採種も行ってい
た(L1J本・斎藤， 1980). この江戸川区のつまみ菜栽培景観にそっくりのつまみ菜栽培(写真 2)を
茨城県南部の阿見IlTでみたのが本研究の動機で、ある.なお，江戸川区の近郊農業に対する本格的言及
は，小林(1991)の研究を待たねばならなかった.彼は都市農業の特質と存立基肢を検討した論文で，
後述する江戸川区におけるつまみ菜栽培の面積，軟弱野菜の多毛作についても詳細に触れている.
E 江戸川区のつまみ菜栽培と統計書に対する疑問
r 1 江戸川区の近郊農業とつまみ菜栽培
%T述のように東京東郊外は軟弱野菜の産地として知られてきた.r南葛飾郡誌jによれば，南葛飾
郡は水13が卓越し， レンコン栽培の蓮田と注連縄の専用稲日1に特色があったという. ~'ll地で、の生産は
亀戸大様，小松菜，自葱など野菜の生産に特色があった.なかでも， Iつまみ菜は砂村で栽培された
のが，明治のはじめ頃からで，やがて各村に普及し，江戸川区でも松江，端江-鹿本・篠IlJ奇の各地で
多く栽培されるようになった.そのころ， 7jl名を「切菜jといい，江戸川区の特産品の一つになった.
葛西地区でも，このつまみ菜が焔の主産物の一つになっていくようになるJ(江波戸， 1997 ;江戸川
区教育委員会， 1993 : 81-82). また，昭和 9年に東京市域内の江戸川区域で開き取りした農家は
「城東区砂IlJに於ける農作物は昔は夏のjJ¥， 五百子等が主であったが今日では摘ミ菜に変った.又，冬
は昔は葱を随分作ったが今日では菜に変り，葱は種のみを取る様になった.運搬用具は元は舟であっ
たが，舟ーより小車，牛車， リヤカーと変化したjと答え， I栽培法は回転を速からしむ事を自 IjJとし，
夏作を半促成として五月中旬より六月下旬迄を一期とし，七月上旬より九月中旬迄に第二期を収穫す.
最近は橋菜の栽培が盛んで夏季(五月より十月下旬まで)七，八回転するJ(帝題農舎， 1935 : 301) 
という集約度であった.
f東京市農業に関する調査j(1 r m輯)によると昭和 10年当時，江戸川区にあっても小松川や砂
1 1IJで、は都市化の波がi5j~ しかったが，葛西や宇喜 133 1l1T は「者1)曾化の程度甚だしからざる地域j であった.
!日葛西村は江東デルタの先端に位置していたので，小松菜，春菊などの野菜を栽培するためにには水
田の土を盛り上げて畑地化しなければならなかった.感土をとった水田は蓮田になっていたため，レ
ンコンの栽培が盛んだったのである 2) さらに，遠浅の海:に接していたので，葛西地区(葛西村)で
は農家が海苔の養殖も行っていた.その戸数は「大正十年調べで、砂町70戸，葛西村が871戸，瑞江村
が61戸程である. 1~1] ち葛西村が最も盛んである.現在瑞江村に七ヶ村漁業組合(又は葛西浦漁業組.
合とも云ふ)があって，これは海苔採取権を握って居り，採取に従事する者はそれから権利を得て
10月ころ海上に粗染をたて， 12月から 4月にかけて採取並びに乾燥に従事するものであるJ(山内・
大内， 1923 : 376) といった状況であった.ちなみに，この葛西浦漁業漁業組合は1964年12月1613
に解散した.漁業権放棄に対ーする漁業補償額は94億6205万円，組合員の平均配分額は758万円であっ
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たという(江戸川区， 1976 : 131). 
この海苔養殖が近郊農業と結びついていたのである.すなわち，海苔養殖は兼業農家によって行わ
れており，各戸には300坪前後の海苔のill:し場 (1.8mの簾200枚分)があった.この海苔干場が夏季
につまみ菜栽培に使われたのである.かくて葛西地区でも小松菜と春菊からつまみ菜への移行が図ら
れた.つまみ菜は夏物の青野菜として東京市場で好評で，高{il格で、販売で、きた. 1933年に!日葛西村
の彦I:EI 茂氏 (I~:J 治 42~:J がつまみ菜の栽培を始めた当時，葛西地区では 1201肝程の農家がつまみ菜
栽培を行っていたという.当1寺，既につまみ菜の種子は種j歪から購入し，種子を簡にかけて均一なも
のにし，種子が一斉に生えるようにした. i自家採種では，種子に大小があり， !I:iが一斉に生えてこ
ないため収穫に手間がかかりすぎたjという.彦田 茂氏は，やがて農家で、生産されたつまみ菜を翼
い集め iUJ柔li'Jの屋号で神田市場に出荷する仲介業者となった.同氏は， 1935年頃， i一日で80円儲
かることがあったJと述懐するという 3) なお， iUJ新jの経営主体は「彦i五商j苫jで，つまみ菜ば
かりでなく，地元産のレンコンや小松菜も扱うようになっていた.
つまみ莱は夏季に 5~61f[]も収穫できるので，てっとり早く現金収入をえるため，農家によって戦後
も引き続き栽培された.つまり，つまみ菜は，近郊野菜として重要な地位を占めたのである.とくに
昭和30年代にはつまみ菜は葉物野菜が端境期になる夏季に青物野菜として好評を博し，学校給食，
ラーメン庖等で消費された.事実，東京卸売市場へのつまみ菜の都県別出荷量の推移をみた第 l図よ
ると，東京都(江戸川区，葛飾区)は1954年から2，000トンを越え， 1962年には3，600トンとピーク
を迎え，以後減少傾向を示すものの，東京市場で独占的地位を保っていたのである.
この:最盛期の1964年頃のつまみ菜栽培の様子を葛西地区の事例でみよう.90aを経営する iK氏の
ツマミナ栽培は昭和10年ころに導入されたが，…{育勢の変化に応じてツマミナの市場開拓を積極的
に押し進める一方，水田に客土しながら畑地を造成し，年と共にツマミナの作付面積をふやし， 3月
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第1図 東京市場へのつまみ莱出荷量の都県別推移(1951-1999) 
(東京都卸売市場年報による).
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~9 月の半年間はツマミナだけの専作~:i'営をやり，残る半年 11丹にシュンギク， タカナ，コマツナを栽
培するという軟弱そ菜だけの複合経営をはじめてからすでに10年余りを経ているJ(東京近郊そ菜技
術研究会， 1969). I可氏のつまみ菜は 31習場の耕地90aでそれぞれ5図栽培されたので，合計450a栽
培されていたことになる.この経営では家族労働だけでは足りず，常雇二人を使っていた.
ll-2 東京都卸売市場年報への疑問
東京都のつまみ菜出荷量は1970年の2，600トンから 1974年の1，500トンへと急減し，それから 1992
年頃までの18年間はつまみ菜の出荷量は1000トン台で推移する.この減少の一因は， 1969年に地下
鉄東西線が全通したことである.東西線と新たに設置された南砂IJ，@葛西，葛西の 3!.択は，それま
で東京東郊に残されていた農地のど真ん中を貫通したため，農地が分断されてしまった.その結果，
葛西地域は住宅地化など都市化の波に逆らえず，栽培農家そのものの大幅な減少と農地の漬廃がもた
らされた.一方，残存農地ではハウス化による野菜の栽培品種の変化や作型の多様化が図られ，つま
み菜の栽培が減少したのである.この時期の江戸川IRの野菜栽培農家を調査した小林 (1991)の研-究
によると，彼らは「淘汰に抗して生き残ったjいわゆる自立経営農家であるという.これらの自立農
家は1960年代と i可様に，強国な労働力基殺に基づき多毛作を行い，高収入を上げていたが，貸家，
駐車場，貸j苫舗(倉庫)などの家作経営による収入も得ていた.
しかしながら， 1994年から東京都のつまみ菜出荷量は600トン台に落ち込んでしまう.その減少分
の一部は千葉-埼玉県など関東産のつまみ菜によって補填されていた(第 1図参照).つまり，東京
東郊の「都市化に抗して生き残った農家jも不動産部門に経営の重点が移り，江戸川区のつまみ菜栽
培は，東西線の開通を契機に減少の一途をたととったといえよう.事実，江戸川底でつまみ菜栽培を行っ
ている農家は，現在3軒残っているのみであるというの.この数軒の農家で東京卸売市場に出荷され
る500~ 600トンものつまみ菜が生産されているのであろうか.答えは否である.このことは，後に
詳述するように東京都以外で、生産されたつまみ菜が，東京都に本拠を置く仲介業者によって東京市場
に東京産の名目で出荷されているためであろう.その一例には茨城産のつまみ菜に依存する，前述の
rUJ新jがあり，江戸川窪から千葉県に出張栽培する農家も数軒存在する. したがって，東京卸売市
場に東京産として出荷されるつまみ菜の大部分は茨城産であり，それに千葉産が加わったものという
ことができる.かくて，東京卸売市場年報に表れている出荷数量は，誤謬とは言えないまでも，生産
の実態を正確に反映しているものとはいえないだろう.
なお，ここでつまみ菜出荷の季節性についてみよう.最感期の1960年当時，つまみ菜は6月がピー
クで，出荷期間は4月から 10月までであった. しかし， 1980年になるとピークは同じであるが，出
荷は 3月からと早期化された.ところが， 1999年になるとピークは 5月となり，出荷も 1月から 12
月までとつまみ菜の周年栽培が図られた.
以下，まず茨城県南部につまみ菜栽培がどのように伝播したかを考察し，ついでつまみ菜栽培の実
態を報告し，最後につまみ莱の出荷形態にふれたい.そのことによって，東京卸売市場において(第
11~) ，東京都が何故1974年以降も独占的地位を占めてきたか明らかにされよう.
直 茨城県南部におけるつまみ菜栽培の伝播と契約栽培
回一 l 守谷町ーにおけるつまみ菜栽培の導入
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茨城県におけるつまみ菜栽培の仕掛け人は，前述の彦田商j苫の社長彦田 茂氏である.彦田街j苫は
つまみ菜に加えて，葛西産のレンコン，小松菜，ホウレンソウを扱う仲介業者であったが，葛西地IZ
のつまみ菜産地が埋め立てや都市化の影響により集荷量が減少したため，新たな産地の模索を迫られ
た. 1950年代末に同商j苫はレンコン産地を求めて埼玉県(草力1])や茨城県の霞ヶ浦沿岸に買い付け
に来た.霞ヶ ?ï~~沿岸の虫樹、，大室，大須賀，江戸崎，浮島および金江津等を訪れた!努，守谷町野木111奇
のY氏と知り合ったのである.
1962 年頃から彦田茂氏は茨城県守谷町野木IIJ奇においてつまみ菜の栽培を依頼した.野木111奇上:I:~~は
南に手IJ殺JI，rlYに鬼怒川が流れる沖積地を見下ろす台地にある.沖積地は水田もあるが，土砂の堆積
で、畑地が卓越するため，ネギとホウレンソウの栽培が盛んであった.当初彦田 茂氏はY家に間借り
してつまみ菜栽培を指導した.野菜篭に収穫されたつまみ菜は彦出荷庖のトラックが ill新jの名前
で東京市場に運んだ.生産されたつまみ菜が全て彦出荷j苫に納められたのだから，守谷町。のつまみ菜
栽培は彦出荷j苫の契約栽培ということができる.
1965年に彦i五商底は利根川の提i有地 1haを取得し，つまみ菜を栽培するとともに，野木1奇に集荷
施設を設置した.この守谷集荷所は， 2トンと 4トンのトラック使ってつまみ菜の集出荷を行うとと
もに，パック詰めの機械を設置していた.開設時から彦田高j苫の従業員 2人 近所に住むパートの主
婦10人を雇用してパック詰め作業が行われた.この当時が守谷町野木崎におけるつまみ菜栽培の最
盛期で， 181i.fの農家に普及していた. 1975年，彦出社長の次男彦田喜代氏が集荷所に移り住み，つ
まみ菜菌場を管理するとともに耕地 1haを借りてつまみ菜栽培を開始した.当時のつまみ菜栽培農
家は 15軒程度であったという 5) つまみ菜の契約栽培の開始時は， 4月初旬から 10月中旬の夏季に
つまみ菜を 4~5 回栽培し，冬季にホウレンソウを栽培するものであった. しかし，数年で忌地性が
現れ，つまみ菜栽培農家が減少してきた.つまみ菜栽培は耕地を休閑させるゆとりのある面積の広い
農家が残る結果となった.なかでも 野木崎上坪の3軒 新山の 1軒の合計4軒が中核的なつまみ菜栽
培農家となった. しかしながら，つまみ菜の栽培は借地でも行われたので，野木崎全域に認められた6)
1988年当時，阿見町鈴木地区のK氏，君島のO氏が守谷町の彦田氏を頼り，つまみ菜栽培農家を
視察するとともに，自らつまみ菜栽培に対する意欲を示した.彼らはそれぞれ1979年に阿見町でつ
まみ菜栽培を開始したので，彦田溜庖は1980年に阿見町実穀に集荷施設阿見工場を設置した. 1984 
年には守谷町のつまみ菜栽培農家は 6軒になり，生産量が減少してきたので， 1985年に彦田商j苫は
集荷施設を閉鎖した. 1999年まで頑張った守谷町野木1奇の 3軒の農家も忌地性の深化や高齢化等に
よりつまみ菜栽培を止めてしまった.そして，この地域は再びつまみ菜栽培以前のネギやホウレンソ
ウの産地に還った.
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ID-2 [1可晃UJにおけるつまみ菜の伝播と契約栽培
第 21:zJは [1可見IlJT を I~::J心とした茨城県南部におけるつまみ菜栽培農家の分布を示したものである.彦
i五商応が1980年に阿見町実穀に茨城集荷所(阿見工場)を設置したのは， 1I可見IlT鈴木のK氏，君島
の O氏に加え，その近隣効果により阿見町‘鈴木に 2 軒の農家がつまみ菜栽培を[~似合していたからであ
る.翌年には君島や大砂の農家もつまみ菜栽培を開始し，合言1-6]1汗となった.ところで，彦日3i初吉は
1985年に名称をヤマシン商事株式会社に変更した.ブランドである iUJ弱けから「ヤマシンjへ名
称を変更したことは，彦EBi萄j百が1[1]介業者からアグリビジネスへの転身を図ったものとみることがで
きる.ヤマシンは季節的なつまみ菜を周年商品にし，白らも所有地に水耕栽培施設を建て，つまみ菜
栽培のパイオニアとなったのである.IIJ述の農家もヤマシンの阿見工場に収穫したつまみ菜を出荷し
たのだから，ヤマシンとの契約栽培であったといえる. 1981年にはこれら内部的充填ばかりでなく，
江戸崎町にもつまみ菜栽培が波及した.
一方，ヤマシン自体も阿見町中央に80aの農地を所有するとともに， 1984 il三に阿見町飯倉にガラス
温室を建設した.これはつまみ菜の水耕栽培の施設で，その管理をするため前述の彦田喜代氏が守谷
1lTから通ったが， 1985年に守谷UlJーから阿見UlJ中央へ転居するとともに80aの会社所有地で、つまみ菜栽
培を行った. しかし その土地が1987年に住宅地用に売却されてしまったので，向氏は1988年に若
栗に住宅を構えるとともに，水耕栽培ハウスのある阿見町飯倉に借地してつまみ菜栽培を続けた.
その後，つまみ菜栽培は1987・88年に浮島の!日レンコン栽培農家に普及し， 1988年には荒川本郷
の5軒に波及した.同年には彦田氏の斡旋で東京から飯倉地区に移転してきたA氏もつまみ菜栽培を
開始した.また，飯倉二区のヤマシンの水耕栽培ハウスに隣接する農家M氏が1991年につまみ菜栽
第2[;il 茨城県南部におけるつまみ菜栽培農家の分布と受容年度
(現地での向き取り調査による).
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培を開始した.さらに， 1992年には牛久子1奥野新I:EIにつまみ菜栽培が伝播し， 1995年には向市桂地
区にも波及した. 1998年にこの地域的まとまりを超えて茎崎IHJのM氏がつまみ菜栽培を開始し，
1999年に F妻市のT氏にも波及した.これらのつまみ菜栽培農家の多くは彦13喜代氏が直接指導し
たり，仲介したものである.
以上のように阿見IlTを中心とするつまみ菜栽培農家は， 1985年までに栽培していた前期受容者と
1987年以後に開始した後期受容者に分類されよう.つまみな栽培が後期受容者に拡散したのには，
二つの要因が考えられる.一つには，この地域の主要農産物で、あるレンコンとネギに対ーする先行き不
安である.後期受容者が多い浮島と本郷地区においてはそれぞれレンコンとネギが主要農作物であっ
た.浮島のレンコン栽培は，熊本のからしレンコン事件を機に生産活動が低迷していたし，本郷地匿
のネギ栽培も連作障害によるキンカク病に悩まされていた.その上，両者とも農作業や包装にかなり
の労働力を必要とするのに価格も不安定であった.もう一つには，つまみ菜の市場価格が相対的に高
filであったことが挙げられる. 1988年当時，つまみ菜の取引価格は露地栽培で 1篭 (3.75kg)で平均
1，000円前後であったといわれ，これは2000年夏の平均価格 1篭300円の約 3~4 倍にあたるもので
あった.そのため，各農家は競って畑に出てつまみ菜の刈取りに励み，多い時で 1EI 3屈の出荷を行っ
たという.
前述のように阿見mTを中心とする茨城県高部におけるつまみ菜栽培は，ヤマシンとの契約栽培で、開
始された.しかも，詳細にみればヤマシンの元社長彦13 茂氏の個人的って (personalcommunication) 
によって茨城県守谷町の野木崎地区に伝播し，つまみ菜の契約栽培の原型ができた. したがって，ヤ
マシンの元社長の彦田 茂氏が茨城県におけるつまみ菜栽培の革新者 (innovator:)であるといえる.
守谷町で実際つまみ菜栽培を開始したヤマシンの次男の彦田喜代氏とそこで栽培技術を学んだ阿見町
のK氏と O氏はつまみ菜の初期受容者 (earlyadoptor) といえよう. しかも，ヤマシンは守谷町，阿
見町にそれぞれつまみ菜の集荷施設を建てている.阿見IlJで初期受容者から近隣効果や血縁で、つまみ
菜栽培を開始した農家も前期受容者といえよう.また，つまみ菜価格のよかった1988年前後につま
み菜栽培を開始したものは，後期受容者ということができる.さらに，つまみ菜栽培においてヤマシ
ン企業によって設立された阿見工場(集荷・包装工場)は つまみ菜の契約栽培を象徴するものとし
て重要な役割を果たしている.
したがって，つまみ菜の伝播には企業の果たした役割が大きく，イチゴの新品種が従来のイチゴ産
地に伝播するように(林， 1994 ; Hayashi， 2000)， ミクロにみれば近憐効果も認められる. しかし
ながら，大きく地域的にみると，つまみ菜は東京都の葛西地区，茨城県の守谷町， 1)可見!日Tというよう
に，何の脈絡もない地域に「飛地約にj拡散したように思われる.これは，かつてMeinig(1965) 
がモルモン教の伝播に関する研究で，モルモン教の核心地 (core)，支配的地域 (domain)，縁辺地域
(sphere) ，飛地 (outlier) と呼んだが，その飛地に類似している.このことは，阿見町のつまみ菜栽
培があたかも癌細胞が転移するように飛地的に拡散したといえるだろう 7) なお，アメリカではトウ
モロコシの新品種などは種子販売施設や販売員のいるところから飛地的に伝播するという (Brown，
1981) . 
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ID-3 借地でのつまみ菜栽培と菖者1$1翠外縁部
現在，阿見町を中心とするつまみ菜栽培農家の農業経営状況を示したのが第 1表である.第 l表に
よると，多くの農家が，借地によるつまみ菜栽培を行っていることがわかる.一般に同一耕作地にお
けるつまみ菜の連作は，地力の低下や根腐れ，立ち枯れ病などの連作障害を引き起こす.事実，つま
み菜の連作は， 2年目から地力の消耗が自に見えて現れ， 3年@から病気が発生するという. したがっ
て，自己の所有地のみに依存すると連作障害の回避が園長ltとなる.そこで，自己の耕地への負荷を減
らしながらつまみ菜栽培を持続させて行くためには 他人の耕地 つまり借地でのつまみ菜栽培が必
要不可欠となる.
東京から移転してきた彦El3氏やA農家は，専ら借地によってつまみ菜の露地栽培を行っている.当
初，借地料を支払っていたが，現在では耕作放棄地や高齢化した農家が所有する土地が豊富に存在す
るため，地代を払わないで借地することも可能となった.一方，阿見1IJにおいてつまみ菜栽培を行っ
てきた農家は専業農家が多く，所有農地も広い. しかし，これら農家も借地しており，それが自己所
有耕地より広くなっている場合が多い(第 1表参照).これは，つまみ菜栽培農家が連作障害を回避
するため，近隣の農家が所苓する畑地を借りてつまみ菜の露地栽培を行うからである.この農家!習の
借地によるつまみ菜栽培には3つのパターンが認められる.一つは 不耕作放棄地や高齢化した農家
が所有する農地を比較的長い期間借り受けるもので，最も一般的な借地形態である.つぎに，つまみ
菜栽培によって地力が消耗した所有JIJlを 他農家が所有する不耕作放棄地や休耕地と一定期間交換す
第 1表 つまみ菜栽培農家の経営耕地稲積・労働力構成
農家 栽培 ノ、ウス栽 経営耕地 所有池田績 (a) 借地面積 (a) 総つまみ菜 労働力(人)
番号 開始年 土苦 1m始 :tl~ 面積 水田 士fl つまみ菜畑 ハウス つまみ菜畑 /、ウス 栽培部損 家族 liJT，U寺
1979 115 15 100 50 50 2 。
2* 1979 300 300 300 2 16 
3 1980 120 55 55 65 120 1 2 
1980 1996 260 10 250 260 2 
5 1981 170 70 50 50 50 100 2 。
6 1981 1997 820 250 250 50 520 700 4 。
7 1987 1990 260 50 50 10 150 50 260 2 
8 1988 1996 165 80 20 30 35 65 2 。
9 1988 1995 150 50 100 300 2 
10 1988 1996 170 30 30 40 100 170 3 
1 1988 1995 250 30 30 70 150 250 3 
12 1988 270 70 70 200 270 2 i 
13 1988 180 30 100 100 50 150 2 i 
14 1988 2000 330 200 130 330 2 。
15 1991 210 10 200 200 200 2 2 
16* 1992 300 300 300 300 3 。
17 1995 1996 170 30 30 40 80 20 260 2 
18 1996 1998 260 90 50 40 130 220 2 。
19 1998 210 40 100 30 70 100 2 。
20 1999 90 20 70 50 50 2 。
J主*は出荷先がスーパーカスミの農家，他はヤマシン系に出荷する農家を示す. (現地での1mき取り調査による).
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るものである.第 3の形態は期間限定の借地である.これはジャガイモやネギの専業農家が春先に使
用した農地を夏季だけ借り受け，つまみ菜栽培を行う借地経営である.ジャガイモやネギの収穫後は，
土地がJ]~えているため病気などに強く質の高いつまみ菜が取れるという.この経営パターンは，とく
にジャガイモやネギの専業農家が多い阿見町本郷地区で顕著に見られる.
これらの農家間の借地が可能となるのは 阿見IlJを中心とする茨城県南部では工業化の進展に伴う
通勤兼業農家の増大によって休耕地や~0H~下放棄地(森本， 1993)が目立つ菖都圏外縁部に属するから
である.兼業化の進展した首都留外縁部に位置する茨城県南部では借地経営によってレタスなど生鮮
野菜をスーパーマーケット等に大量に供給する農-業法人さえ生まれている 8) 畑地の借地料は阿見町
の平均で10a当たり l万2千円であるが，つまみ菜の場合はこれより低いのが一般的である.農家関
借地の場合，集落内もしくは集落周辺で行う場合が多いので，借地科として 10a当たり約 l万円支払
う. しかし，集落外の場合，休耕や耕作放棄の程度によって借地料が無料となる場合もある.セイタ
カアワダチソウやススキが茂り，荒れるにまかせた農地は，町民から嫌われ，自治体からメiJり取りを
義務化されるので，そのような土地を借りることは，所有者と利用者の双方にとって，また環境保全
の立場からもメリットのあるところである. }彦田氏はそのような農地を無料で借りて，規模拡大を志
向するつまみ菜栽培農家に斡旋している.このような借地は，集落内の農家1司借地によヒべ，遠距離で
分散的であるが，耕作期間も必然的に長くなる傾向にある.
つまみ菜のハウス栽培の進展は， 1可見IilYを中心とする茨城県南部におけるつまみ菜栽培の新しい特
鍛のーっといえる.つまみ菜栽培の初期受容者である彦田喜代氏は， 1995年にどニールハウス内で
のつまみ菜栽培を開始した.つまみ菜のハウス栽培は，冬季でも栽培が可能になることに加え，梅雨
期におけるべト病の蔓延を防ぎ 日射が強い夏季にも立枯れ病の蔓延など~又量低下の原因を回避する
ものであった.つまみ菜のハウス栽培は，予想以上の成績を上げたので，ハウス建設費の初期投資が
必要なものの， 1995年以後急速に普及した.ハウス栽培は露地栽培によヒべ，連作障害が起きにくい
ことも明らかになった.これは肥料や土壌改良斉IJを施しても爵によって流れる心配がないため，つま
み菜への栄養分が十分に回るからである.現在ハウスを所有する農家は， 10軒である.ハウスを所
有する農家は比較的若く，規模拡大を目指す農家に多いといえる.地元農家は，自己の所有地にハウ
スを建設しようとするが 阿見町外から移転してきた農家は借地においてハウス栽培を行っている.
この場合，露地と異なり借地料として10aあたり 1-2万円を支払っている.
ν 茨城県南部におけるつまみ菜の生産と販売
町一 l 土地利用の変化
ここではまず，茨城県南部のうち，つまみ菜栽培が集中している阿見町，とくに阿見町と江戸崎町
の境にある飯倉二匿に焦点をあててつまみ菜栽培の実態をみよう.飯倉二涯は「昭和24年 1月泰阜
村当局より函内開拓説明会があり 緊急、開拓事業法に基づいて， 15名の者が県外入植者として，茨
城県稲敷郡君原村大字飯倉二区に入植したJ(阿見町史編さん委員会， 1983 : 680) といわれるよう
に，戦後開拓地である.一般に，戦後開拓地，とくに農業限界地では食糧難の時代が過ぎると離農が自
110 
立ってくる. しかし，茨城県では強力な地域リーダーが存在したこともあり，酪農に専13J化したり
(菊池， 1982)，野菜栽培に専門化した地域もある.調査地区はj官辺に平地林が残っているものの，野
菜に特化した開拓地の一つであり，近年ではメロン・スイカの生産が重要で、あった.
1994年の土地利用調査(6月15日)によると(第 3図a)，阿見IlT飯倉二区では芝，つまみ菜，槌
木が卓越していた.調査範囲の東にはメロン・スイカのハウス栽培やトンネル栽培も認められた.地
木はケヤキ，サクラ，銀杏，ハナミズキなどであり，植木'):1lIはこの地i亙の農家が阿見IlJ上長地区の植
木業者郡是グリーンに貸しているものであった.芝も造園業者に青 13:=1売りできるので，植木，芝はど
ちらかというと粗放的な土地利用ということができる.一方，つまみ菜はガラスの混室栽培と露地栽
培の 2種類が認められた.前者は，ヤマシン直営のつまみ菜の水耕栽培施設で、あり(写真 3) ，後者
は江戸川区から阿見町若栗に移り住んだ彦日1氏によって管理iされている借地と地元のM氏とによっ
て栽培されているものであった.また， M氏の自宅の北には多種類の野菜を少しずつ栽培している
農家があった.ニンジン，ナス，ハヤトウリ，ピーマン， トマト(ハウス栽培)，スイカ，カボチャ，
ピーナッツなどが少しずつ無農薬・有機肥料で栽培され，収穫された農産物は東京恵比寿の八百屋に
出荷されていた.さらに，東京から移転した種苗会社iヨ本農林社の分場がここに立地していたのも印
象的であった.
5年後の1999年の向1寺ft)jに行った土地利用調査(第 3図b)でも，芝，植木，つまみ菜という作物
構成には大きな変化はなかったが つまみ菜畑の拡大が認められた.また ガラス温室はそのままだっ
たが，つまみ菜畑の一部がつまみ菜のハウス栽培に転換していた.これらのことは全体的に土地科用
の集約化を示唆するものであろう. しかしながら，つまみ菜と植木は借地によって，つまり外来の人
によって栽培されているのだから，土地所有者からみれば粗放的土地利月3といえるだろうし，土地利
用者からみれば集約的土地利用といえよう.
町一 2 つまみ菜生産農家の類型
1 )自営農家のつまみ菜栽培 (M)
土地利用留の範囲内に農家M氏の自宅と耕地がある.同氏がつまみ菜栽培を開始したのは， 1991 
年である.それまでスイカ，メロンを栽培する専業農家であった. しかし，それらの生産物は重量が
ある上，手1立のかかる割には収入に限界があったので，果菜類から軟弱野菜のつまみ菜に転換した.
M家の周囲に対立が2.0ha(家の南西に0.6ha，道路の北に1.4ha: A耕地)とまとまっていることも，
手間のかかるつまみ菜栽培に転換した理由である.農業労働力は50台後半の夫婦 2人で，娘は会社
に勤めている.
このM農家は，耕地が広いのでつまみ菜の露地栽培のみを行っている.つまみ菜は一般に広畝に
播種される(写真 2参照).播種は 2日に 1呂2畝づっ行う.日oEl位で成長するので，収穫に合わ
せて播種しなくてはならない. しかも，収穫を 1EIあけると，つまみ菜が大きくなりすぎ，また雑草
アカザが入ると売り物にならなしづなとご苦労も多い.成長したつまみ菜は根元から切り取られ，収穫
される. 1篭 (3.75kg)で約300Piの収入になる.M氏は最盛期には l日150~ 200篭をヤマシンに
a)1994年6月15日
b)1999年6月14日
第3図 阿見町飯倉地区における土地利用の変化 (1994-1999) 
(現地調査による).
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この夏の農繁期にはパートの手伝いを男女 l人ずつ雇うという 9)出荷?する契約栽培農家で、ある.
それによるとつまみこの農家のA耕地のつまみ菜栽培か所を月日Ijに示したものである.第41豆!は，
菜の栽培か所は耕地の一部分のみであり，季節的に変動することが明確である.総体としてA耕地に
しかも，おけるつまみ菜の年間回転率は2.51ilであり，江戸川立のように集約的であるとはいえない.
たとえつまみ菜の 3期作を行ったこのことは忌i也性を回避するための特別な措置はとっていない.
このj武雪にi爆としても，年間におけるつまみ菜の土地占有期間は 1か月程度であることを意味する.
つまみ菜畑に有機質を投入するだけで，連作を可能にする理由であろう.される期間が長いことが，
つまみ菜栽培の規模拡大農家 (G)2 ) 
1981年からつまみ菜栽培を開始したG農家は，現在では8.2haもの耕地を経営する大規模j農家で、あ
ヤマシG氏は元々，江戸崎でサツマイモ，麦や米を栽培する専業農家であった.G氏の祖父は，る.
つまみ菜栽i可氏が会社を止めて，つまみ菜栽培についても熟知していた.ンの本社に勤務しており，
そこにつまみ菜と培を開始するに当たり， 1.5haの水日3は他の農家に貸与した.経営の仁!コ心は知iで，
ヤマシンの契約農家の仁iコで最も若く，妻とを栽培した.40代半ばのG氏は，冬のほうれん草 (80a)
恵子とその知人の4人の労働力でつまみ菜栽培の規模拡大を図っている.
自宅の北に2.5haの普通第 51豆は， 2000年におけるG農家の経営耕地の分布を示したものである.
江戸IJ奇の自宅j:HJを所有することに加え 畑地5.2haを借地してつまみ菜栽培に充てている. 1997年，
G農家は，彦i韮つまみ菜の周年栽培に踏み切った.南東の干拓地である水田0.5haにハウスを建て，
しかも，多いn寺期氏や知合いの紹介によって土地を借り受けるため，借地は広域的に分散している.
できるだけヤマシンの集荷所に近いところによIを借り受け，には 1[ヨ 31illの出荷を行う G農家では，
つまみ菜栽培用の借地したカすって，つまみ菜の輸送時間 輸送コストを削減するよう配意している.
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第 5図 農家Gのつまみ菜畑の分布
(現地での開き取り調査 (2000年)による).
は江戸1I奇より西に集中している.また， G農家が所有するハウスのように，土壌条件が悪い場所では
なく，広域的にまとまった土壌の肥えた土地を得るために問見町で借地するのだという.無料で借り
受ける畑もあるが，地代として季節の挨拶の品物を送ったり，現金の場合は， 10aにつき 1万5千円
程度支払っている畑もある 10)
G農家は，規模拡大の理由として連作障害の詔避をあげている.ハウスのある小野JI沿いの穂波干
拓の水田は山土で埋め立て畑地にしたため，土壌が痩せて保水力がなく普通野菜は育ちにくい.そこ
で，知合いの農家から鶏糞，牛糞，もみがらをもらい自家有機質肥料を作って投入し，土作りを行っ
ている.それでもつまみ菜の育ちが悪いハウス栽培では， 2000年10月末よりつまみ菜ではなくカイ
ワレの種を使用するようになった‘ハウス栽培では毎月 l自の周年栽培を行い，面積が広い露地畑で
は年間 2~3 自の回転率で栽培を行う.また，場所によっては管理を任されているだけで使用しない
畑地もある.
3 )借地農によるつまみ菜栽培 (H)
ヤマシンの親戚であるH氏は， 1985年守谷から阿見町中央に移転し，その 3年後には阿見町飯倉
でつまみ菜栽培を行うようになった.当初，会社所有の水耕栽培温室に隣接する 2軒の農家より合わ
せて 1haの農地を借り受け，露地栽培を行った.元来，これらの土地は，所有農家が乗馬用牧草を
栽培する業者と植木業者に貸付けていたものである.これに水耕栽培ハウスの南にある会社所有の焔
30aを加えた計1.3haの土地で，飯倉でのつまみ菜栽培を開始した.日氏としては，会社所有の土地
30a周辺にまとまった土地を希望していたため，前から借りていた業者より高い地代を払うことで耕
作権を得た.つまり， 10a当たり 2万円の地代を支払ったのである 11)
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1992年になると， H氏の露地栽培知!の薦方で落花生栽培を行っていた農家から 1haの土地を無償
で借り受け， 80a を ~J述の G農家に貸出し， 20aを新たな耕作j也として利用した.落花生栽培農家は，
龍ヶ 1崎市に自宅があり飯倉の農地が遠距離にあったこと，また高齢化によって引退するために，近く
で農業を営むH氏に土地管理を依頼した.H氏は，初期に借り受けた 1haのよl1l地にビニー ルハウス
を1995年に建設し，つまみ菜の通年栽清に踏み切った.それまでの農業労働力は， I企;市主である 60
才のH氏とその妻の 2人であったが， 1997年より知iを借り受けている農家から冬場のパートとして
l人雇用している.
借地経営によってつまみ菜栽培に従事する H氏の土地利用状況をみると，露地士Iliにおけるつまみ
菜の栽培か所は，連作障害を回避するため分散している.露地'1:1Hは梅雨期以外の 5月1=1こl句から 10月
中旬まで使用する.会社所有の土地 30a は，比較的高燥であるため 4 回転する(第 41~1 の B) が，落
花生農家からの借地'):!llは2回転である. 1999年10月から試験的に規模拡大農家と向椋，カイワレ大
根の種子を蒔き，つまみ菜を栽培している.一方，ビニールハウス栽培では2列ずつの畝に播種され，
化学肥料なしの有機栽培である.つまみ菜は播種から25Elで収穫できるが，収穫後の整地と水撒き，
そして播種という段階を合わせると 35日の回転ということになる. したがって， 13棟あるハウスで
は理論的には 3日に i棟の割で掻種されることになる.2000年12月10日の観察によれば， 1棟のハ
ウスは播種されたばかりで ハウス内でトンネル状にピ、ニールがかけられていた.その左の2棟には
双葉が出たばかりの小さなつまみ菜が栽培され， トンネルのピ、ニールは取られていた.一方，播種さ
れた右側の 2棟はつまみ菜の奴穫中であり，一番左のハウスは収穫を待つものであった(写真4). 
その南の 7棟には成長段階にあるつまみ菜が栽培されていた.ハウス栽培では， 1 haの土地を毎月
1lill転，つまり年間では梅雨期も含めて 7~8lill転することになる.
4 )叛路を I~再拓した起業的農家 (K)
阿見町で最初につまみ菜栽培を開始した農家のうち，ヤマシンとの契約栽培を離れ，独自に販路を
拡大した農家が存在する. 1979年につまみ菜栽培を開始した父を手伝っていた息子のK氏は，父か
ら独立してつまみ菜栽培を 1982年から開始した.この時点でK氏の父親は契約栽培していたヤマシ
ンに義理立てしてつまみ菜栽培を止めた.それは， K氏が親戚を通じ茨城県内に広域的にスーパーマー
ケットを展開していたカスミ(本社つくばili)へのつまみ菜の出荷を行ったからである.このカスミ
での試験的販売は，当時つまみ菜が茨城県では珍しい夏野菜であったので好評であった.そこでK氏
は1985年からつまみ菜の販売に関するカスミとの本格的な取引を開始した.
K氏は，現在阿見UlT中央西j司辺のよ1主l!.4か所3haを借地してつまみ菜栽培を行っている.借地で
は土壊条件に合わせてつまみ菜を 1~ 5 回転させて栽培している.借地する際には年間 1 万~2 万円
の地代を地主に支払う.これは自宅の比較的近くで借地しているからである.労働力は基本的にK氏
夫婦と母:親の 3人であるが 刈り取り作業にはパートとして近所の主婦 I人を雇っている.つまみ菜
の栽培期間は，ハウスを所有しないため 3月から 12月までとなり，それ以外は農閑期となる.つま
み菜の種子は杓子菜であるが， 2000年からカイワレ種子を使ってつまみ菜を栽培することも開始し
た.種子は，日本農林社から購入しており 年間5，000リットルになる.値段はつまみ菜の種子 1リ
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ットルで730円であり，カイワレ種子は lリットル600円である.ダイコンの種子の方が安保iではあ
るが，つまみ菜より粒が大きいため， I司じ種子量であっても収穫できる量はつまみ菜より少ない.こ
の農家の連作障害対策は，阿見IlIJ。にある常総農興より購入した完熟堆H巴を投入することである. :tft肥
の値段は， 1袋15kgで270~ 280 円であり，年間で3000袋購入している.
この農家は，牛久市奥原 I~百拓に 1 ilFrの契約農家を抱えている.契約農家は 3haの自家所有の土地
で，夫婦2人の労働力でつまみ菜のみを栽培している.種子はK氏が購入したものを，売上から差し
51かれるという形態で使用する.収穫は 2人で、可ιをな限り行い 収穫できたつまみ菜は全て l篭 3
kg当たり 400~ 500 円でK氏が引き取るという契約となっている.つまり，昼と夜の 2!Ej]， 1:1差しよ
けのついた軽トラックでK氏が集荷を行っている 12)
つまみ菜は拐から昼過ぎに収穫された後 大型冷蔵庫に保管される.夕方には前日保管しておいた
つまみ菜はK氏の自宅に隣接する作業場で、パートの手作業によりパック詰めされる.パック詰め作業
には近所や土浦市や牛久市，江戸崎町など近在の主婦10人を，またトラックの運転手として阿見周
辺に居住する 5人を雇用している. したがって， K氏は販路開拓によって企業的農業経営を行ってい
る農家といえよう.
N-3 つまみ菜の販売と種子供給
1 )つまみ菜の販売
つまみ菜の集荷と包装は，阿見町実穀にあるヤマシン商事の茨城集荷所(通称、阿見工場，写真 5) 
を通して行われる.本社は東京都江戸川区にあり，創立は1950年である(社長は彦田俊男氏で，阿
見IlJでつまみ菜栽培をしている彦田喜代氏の兄にあたる).本社でも 1974年まで集出荷と袋詰め作業
を行っていたが， 1965年に守谷1ITに集荷施設ができたので， 1975年から経理とスーパーの販路開拓
など営業活動に専心するようになった. 1980年には大田市場に20坪の冷蔵庫 1基を所有するまでに
なった. 1999年時点での本社の従業員は 7人である.
1980年から操業を開始した何見工場ではつまみ菜の集荷，冷蔵庫による貯蔵，パック詰め，出荷
作業が行われる.つまみ菜は阿見工場が操業以来，午前9時から午後7時までの間に農家によって持
ち込まれる.当日集まったつまみ菜は一旦冷蔵庫に貯蔵され，翌日パック詰めにされる.つまみ菜の
パック作業は，縦30cm横50cmのピ、ニール袋につまみ菜 3kgを手作業で、入れてパックし，それを 4
袋単位でコンテナに詰めるものであったが， 1990年以降は小袋に詰めるパック詰め機械が導入され，
つまみ菜の袋詰め作業は効率化された.冷蔵庫は設立当時から 15坪のものが5基ある. 1980年当時，
パック詰め作業にはパートの作業員 5人で当たっていたが，現在では付近の主婦を中心に30人が従
事している.操業当初，パック詰め機械は 2台であったが， 1990年に追加し現在まで 6台が設置さ
れている.つまみ菜の集荷量の増加のため， 1995年に作業場も拡大された.さらに，つまみ菜のハ
ウス栽培が普及するまでは 3~ 1l月はつまみ菜， '12 ~ 2月は'レンコンの集出荷のみ行っていたが，
1995年以後つまみ菜， レンコンの崩年集出荷を行っている.
つまみ菜は毎日夕方 5時から 6時の間にヤマシンのトラックで東京の大田市場に向けて出荷され
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る.市場への到着は午後81寺から 91]寺の!習であり，翌朝の競売にかけられ，卸売業者を通じてスーパー
の庖頭へ並ぶことになる.市場への輸送料は，大田市場の場合1ケース60円，多摩・架橋方面の場
合100円となっており， トラック 1台で500ケースのつまみ菜を輸送している.また，ヤマシンが農
家に支払うつまみ菜の価絡は，野菜の相場を考慮して決定され， j是家への支払いは現金による手渡し
で週 1li行われている.
ヤマシン蕗事とスーパーとの取引は，大田市場の荷受会社に委託して関係するスーパーマーケット
へ輸送する形態とヤマシンがスーパーの配送センターに直送する形態がある.前者には，ダイエー・
マルエツ・東急、・西友が該当し，後者には，イトーヨーカドーの「大和センタ-J，ライフの「架橋
センタ-Jが該当する 13)
ヤマシンの他にスーパ-rカスミ jにつまみ菜を卸している農家がある.この企業的農家は l軒の
契約農家を抱えており，いわばヤマシンのミニチュア版ということができる.この農家もカスミの他，
]A阿見を通し築地市場にある荷受会社丸果グループ，丸二グループ，丸大グループ，松戸にある東
葛グループにつまみ菜を却している.上述のつまみ菜の流通経路を示したのが第 6図である.問先]の
ようにそれぞれのスーパーは全!霊的に多庖舗展開を図っているので，第 61翠は阿見IJを1=1コ心とする茨
城県南部で生産されたつまみ菜が首都圏を iヤ心に酉は名古屋から北は仙台まで，広域的に流通してい
ることを意味するものである‘
2 )つまみ菜の種子供給と新しい動き
つまみ菜の種子は阿見IlJに進出している日本農林社(本社 北区赤羽)に依存してきた.ヤマシン
は年間8，000リyトルの種子を一括して購入し， 1月に契約農家に配布する形態を取っている.また，
カスミに出荷する K農場も同社から種子を購入している.日本農林社はタキイ，サカタ，カネコなど
中央卸売市場 スーパー
-イト- : 
ヨーカドー i
-ライフ ; 
??
??
野菜小売店
田園田園争ー主要な経路
一一一一→トその他の経路
第6図 つまみ菜の流通経路
(開き取り調査による).
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の大種苗会社に比べるとはるかに小さい会社であるが，ハクサイ，キャベツの種子で関東地方に根強
い地盤を持っている会社である 14) つまみ菜の種子は元々埼玉県の農家に委託して採種していたが，
現在，アメリカ，イタリア，オランダの穂子会社に依頼し，購入しているという.
つまみ菜種子は，前述したように日照りや降雨に弱く病気になりやすい.近年は酸性誌の影響もあ
り，つまみ菜の種子では収穫量が落ち込んできた.とくに2000年の夏は猛暑で皐舷となり，シンク
イ虫の大発生による被害が大きかった.そのため，ビニールハウスを所有しない農家は，大幅な減収
となった.この傾向は， 3 ~ 4年前から現れてi徐々にひどくなってきたため， 1999年10月より試験
的にミニ小松菜とカイワレの種子による栽培を開始した. ミニ小松菜の種子は，外見上つまみ菜とほ
ぼ同様だが，棋の部分がつまみ菜より背く歯ごたえがある. しかし，収穫がつまみ菜より 3日遅く，
iヨ照りに弱いためまだ試験的な段階であると言える.
一方，カイワレ種子は，外見はつまみ菜とほぼi可様であるが，根が土深く伸びるため，良く水分を
吸収し暑さに強い.また，栽培期間が夏 6El間，冬10日間とつまみ菜よりも短く，回転率もよい.
実際に日氏の場合 会社所有の露地よ1ll30aにおいてつまみ菜は2回転したが カイワレ種子を使うと
4回転可能で、あったという.カイワレ種子は，阿見町鈴木地区にある常総農輿より購入する.常総農
興は，つまみ菜農家の多くが有機肥料や農業資材を購入している会社である.カイワレ種子はヤマシ
ンの依頼によって常総農興が， r:jコli，イタリアやイギリスの種子会社から取り寄せている.ヤマシン
では，年間J15，000リットルのカイワレ種子を一括購入し，それを希望する契約農家に配布する予定で
いる.カイワレ種子は，すでにG農家を含め，何軒かの農家では試験的な栽培を行っているが，ヤマ
シンでは2001年から 8割の農家へのカイワレ種子の供給を見こんでいる.種子代は，つまみ菜 lリッ
トル733円であるのに対し，カイワレ 1リットル520円である. しかし，カイワレ種子がつまみ菜種
子のほぼ4倍の大きさであることを考慮すると，種代はつまみ菜の2.8倍に跳ね上がる.これでは採
算が採れないとカイワレ種子を敬遠する農家も存在するため，ヤマシンは中国から直接種子を購入し，
種子価格を押さえる予定である 15)
V むすび
つまみ菜とは周知のようにカラシナの幼苗を摘んで収穫することに由来するものである.この栽培
は明治時代東京東郊の江東区の砂町で始まり，大正から昭和前期にかけて南葛飾郡の葛西地区に産地
移動したものである.戦後においても春野菜と秋野菜の端境期を埋める，夏の新鮮野菜として江戸川
区で栽培されてきた.つまみ菜は 4 月から 10 月までの夏季に同一週場で 5~6 回もの収穫ができる
という集約度の高さから近郊農業の典型的な作物といわれた.なかでも，江戸川乏の葛西地区はその
核心地域であった.
葛西地区では海苔干し場の裏作としてつまみ菜が夏季に栽培された.戦前には葛西ものといわれた
レンコンやつまみ菜を東京市場に出荷する仲介業者が存在した.それらの一つに山新の名目で出荷し
た彦忠商庖が存在した.彦田商j苫は住宅地化など都市化の進展とともに葛西地区レンコンの生産量の
減少を埋め合わせるため 新たな原料産地を埼玉県や茨城県の霞ヶ浦沿岸に求めた.東京郊外の都市
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化，とくに 1969年の東西線の全通の影響でつまみ菜生産が壊滅的な打撃を受けると， 1可酪宿は 1962
年頃から茨城県南部の守谷IH]ーの1実家につまみ菜栽培を委託した.これが茨城県におけるつまみ菜の契
約栽培の始まりである.
茨城県におけるつまみ菜栽培の集中地域は県南の阿見Il]ー である.そこにはつまみ菜を東京市場に出
持するヤマシン(彦町商j苫の(株)ヤマシン商事ーへの名称変更)の集荷施設，同社の周年栽培を行う温室，
江戸川区から移転してきた農家のi習場，地元のつまみ菜栽培農家，および東京から移転してきた種苗
会社の出張所等が存在する.この地域の露地でのつまみ菜栽培は，かつての江戸川区で行われた 5~
61fi]転ほど集約的ではないが， I可一国場で 2~3 1fï]， 3~4 1fï]というものである.江戸川区ではつま
み菜の後に小松菜が栽培されたのであるが，ここでは休閑のままである.これは首都圏外縁部に位置
する本地域では兼業化が進み，兼業農家や高齢化農家からの借地による経営規模の拡大が可能だから
である.借地による経営規模の拡大によりつまみ菜栽培の回転率を下げることによって忌地性の回避
を図っているのである. したがって つまみ菜栽培農家は荒れ放題の耕作放棄地や休耕地をなくすと
いう点で環境にもポジテイブな役割を果たしているといえよう.近年，ピニールハウスを建設した農
家が増加しており，ハウス栽培に専門化した農家は，ガラス温室栽培と同様につまみ菜の周年栽培を
行っている.
契約栽培農家が集荷所に持ち込んだつまみ菜の販売形態には 3種類ある.一つはヤマシンの集荷所
で袋詰めしたものを東京卸売市場(大田市場)に出荷するものである.大田市場に参加する卸売業者
を通じて，つまみ菜はダイエー，マルエツ，西友等のスーパーマーケットに配送されるのである.ま
た，ヤマシンが直接イトーヨーカドーやライフの配送センターに納入する場合があり，これが第2の
形態である.一方，生産者である農家が，茨城県に展開するスーパーマーケットカスミの「神立配送
センタ-Jに納入するのも第2の類型に入ろう.この起業的農家は， 1 jl司:の契約農家を抱え， 5人の
運転手や10人の袋詰め作業員を雇用しているので，いわばヤマシンのミニチュア版といえよう.も
う一つは袋詰めしたつまみ菜を]Aを通して大田市場や地方市場に出持する形態である.これは起業
的農家がやっているものであるが，第3の形態である.茨城県で、生産されたつまみ菜が第一形態で東
京市場に出荷されるのが，東京都産のつまみ菜として取り扱われるので，東京都卸売市場年報で独占
的地位を保っている所以、である.
以上のように典型的な近郊農業とされた葛西地区のつまみ菜栽培は，野菜の仲買人である株式会社
ヤマシンを通じて茨城県の守谷町，阿見町に伝播した. ミクロなスケールでみると，守谷町・阿見町
では僅かであるが近隣効果や階層効果も認められた.しかし，大局的にみると，江戸川区の葛西地区，
茨城県南部の守谷町，阿見町aとは地理的連続性はなく，つまみ菜栽培が突発的に始まったといえる.
つまり，茨城県南部の守谷IlT，阿見IHJへのつまみ菜の伝播は，地理的視点からすると，何の脈絡のな
い地域に「あたかも癌細胞が転移jするように「転移jしたといえよう.
本稿の調査に際して文部省科学研究費一般研究B(l)1-日本における農作物の「転移J.拡散に関する実証的・
生態地理学的研究J(代表 斎藤 功， No.l1480015)の一部を使用した.また，英文の校聞は畏友矢ケ 1奇典佐東京
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学芸大学教授にお願いした.調査に協力]買いた環境研究科大学院生の1，11山貴弘君，'1;)とく IjfJき取りに応じて頂いた
彦EI喜代氏をはじめとするつまみ菜栽培農家の方々とともに感謝します.
1 )東京都農林水産部農芸畜産諜の技術員吉村IF.:~志氏
からの1，'Jきi良りによる
2) 1921年の葛西村のレンコン栽培面積は60lllJ歩
(60ha) でJ??1葛飾 lll~の 60% を占めていた. レンコン
には赤い花を咲かせるニホンパスと白い花のチャン
パスがある.前者はキlJl長いレンコンで，蔵fjiJの弁当
屋から需要があった.後者は現在の卵形のもので，
テンプラ，酢のもの，五百プリンに適する
3 )彦i王i銀次郎氏の孫の彦El普代氏の談話による.彼
は16才でオート三輪の運転免許証を取得し， UJ新
の仕事を手伝った. 1956 j~二当 Il~: ，葛西の 4 ilifの農
家を@り， 1能3kgのつまみ菜を 150箆を積んで
ネ111 日1市 j~}jに出荷したという.
4) 2000年まで、都立小松)1高校の社会科教諭で、あっ
た小UJ昌生E先生の教示による.
5 )守谷町野木1奇でつまみ菜栽培の経験のある彦!万善
代氏からの開き取りによる.なお， I可氏はヤマシン
の元社長彦田 茂氏の次男で，江戸川 125:から阿見町
に移転しつまみ菜栽培を続けている.
6 )守谷町聖子木1奇の染谷武一郎氏 (1928年生)から
の開き取りによる.
7 )このような伝播は，青首ダイコンのi出寸前総太やト
マトの新品種桃太郎の拡散，あるいはコンピューター
ゲームのドラクエ3と同様，販売時期を予め指定し
一斉に売り出され，愛好者に一挙に採用されたもの
青}克1mf! 1~ ( 1935): r J美業経済地理j叢文間， 63p. 
阿見1汀史編さん委員会 (1983):r阿見町史』阿見町，
798p. 
浮 mgj~ 良 (1957) :わが!翠における近郊農業の地理学
的研究ーその研究史と問題点人文地理， 9， 
220-232. 
江戸川区 (1976): r江戸川区史第 3巻j江戸川 125:，
1128p. 
江戸川区教育委員会(1993):r江戸川区の民俗 4j 
江戸川区， 264p. 
江波戸 IlB (1997): r東京の地域研究(続)j大明堂，
462p. 
小田内通敏 (1918): r帝都と近郊j大倉研究所，215p.
菊池俊夫 (1982):出島村新生開拓における酪農の発
展とその営農形態.霞ヶ浦地域研究報告(筑波大学)， 
?
と，一一見類似しているともいえよう
8 )茨城県八千代町eに本社のある農業法人常栄農事は
30km離れたつくば市の20haを含め，全体で120ha
以上の佑二地をして， レタス，キャベツ，ナガネギ等
を栽培している.向社はその傘下の契約農家を含め
ると2∞ha.l-)、上の野菜を栽培し，いくつものスーパー
に計甑出荷しているベンチャー企業である.また，
ハクサイ産地である八千代1I1Jで、漬け物会社と取り引
きするj農家も規模拡大を借地に依存しているので
(李， 1999)，首都圏外縁部に属する茨城県南部は借
地農が卓越する地域といえよう
9 )阿見町飯倉二 125:の松本夫妻からの向き取りによ
ノ。.
10)江戸崎町の日3村氏からの開き取りによる.
11)前掲 5)に同じ.
12)阿見町ー鈴木地区の倉持孝治氏からの開き取りによ
る.
13)倣)ヤマシン商事の専務彦田徳三氏からの開き取り
による.
14) 日本農林社阿見開発センターが1992年に進出し
たのは，つまみ菜の種子の供給ばかりでなく，茨城
県が日本一のハクサイの産地で，キャベツの生産も
有力視されているからだと思われる.
15)前掲 5)および前掲13) による.
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lntroduction and Contract Cultivation of Tsumamina Vegetable 
in Southern lbaraki Prefecture: 
Transfer of Market Gardening from Tokyo 
Isao SAITO， Midori SASAKI and Yumi OHMORI 
Tsumamina is a nursery vegetable that is harvested within two weeks after seeding. The 
cultivation of tsumamina prospered in Sunamachi， Kohtoku during the Meiji era， and diffused 
gradually outward to the Ukita and Kasai districts in the eastern suburbs of Tokyo. As tsumamina is 
harvested five to six times from April through October， ithas been a typical crop for market 
gardening in suburban Tokyo. 
The tsumamina cultivation in Kasai decreased as urbanization proceeded. When the Tozai Line 
was opened to tra妊icin 1969， farmland became increasingly converted to the residential， commercial 
and industrial use. ln order to secure the supply of tsumamina， produce dealers of Tokyo had to seek 
other production areas including Saitama and lbaraki Prefectures. The Yamashin lnc.， one of the 
produce dealers handling lotus roots around the Kasumigaura Lake and the Tonegawa River in 
lbaraki Prefecture， recommended farmers in Moriya-machi to cultivate tsumamina around 1962. 
The cu1tivation of tsumamina is now concentrated in Ami-machi of southern lbaraki Prefecture. 
It is cultivated in the open field， vinyl plastic houses and green houses. Tsumamina is harvested two 
to three times in the open field， and three to four times during the winter in the vinyl plastic and 
green houses. Although tsumamina field was planted in komatsuna turnip and spinach during the 
winter in the eastern suburbs of Tokyo， the field lie fallow during the winter in southern lbaraki 
Prefecture. 
Tsumamina is cultivated by native farms as well as the farms and agribusiness firms migrated 
from Tokyo. Producers from Tokyo rent farmland from local farms which are mainly engaged in 0荏
farm jobs. As southern lbaraki Prefecture constitutes outer suburbs of Tokyo， many employment 
opportunities exist in industrial and commercial sectors. The tsumamina cultivation， taking advantage 
of the idle farmland own1ed by local farmers， isevaluated positively from the viewpoint of 
environmental conservation. 
A majority of harvested tsumamina is shipped to the packing plant of the Yamashin lnc. This 
means tsumamina in local farms is cultivated under contract with Yamashin lnc.. The packed 
tsumamina is then shipped to the Ohta Wholesale Market in Tokyo to be distributed to supermarkets 
and vegetable retailers in the greater Tokyo metropolitan area. ln addition，、anentrepreneur farm ship 
packed tsumamina to local supermarket chains of Kasumi and consumers cooperatives. This 
marketing is a miniature version of marketing by the Yamashin lnc. Although Tokyo appears to 
monopolize tsumamina in the Annual Reports of Tokyo Wholesale Markets， lbaraki Prefecture 
contributes substantially to the figures with the production and marketing by the Yamashin lnc. 
The tsumamina cultivation diffused from Tokyo to southem lbaraki Prefecture due to the e妊ort
of a vegetable dealer. From geographical point of view the transfer of this market gardening may be 
understood as“transfer of cancer cells." 
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写真1 江戸川区のつまみ菜栽培景観 (1979年5月19日)
都市的施設に固まれたつまみ菜畑.広畝に栽培された収穫直前のつまみ菜と
白くみえる収穫跡(手前).左の畑ではつまみ莱の播種準備も行われ，集約的栽
培がうかがえる.東京都江戸川区宇一之江町(斎藤撮影)
写真2 茨城県南部のつまみ菜栽培景観 (1994年6月15日)
広畝に栽培されるつまみ菜 (中央)と収穫跡(右側)，播種準備(左側)の栽
培景観は江戸川区と類似している しかし，耕地にゆとりのある農村部にある
ため，奥の土地は休閑地になっており，江戸川区に比べると集約的でないこと
がうかがえる 茨城県阿見町飯倉二区(斎藤撮影)
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写真3 ガラス温室のつまみ菜栽培
(2000年12月3日)
ヤマシンの水耕栽培用渇室.温
室の中段で水耕栽培されるつまみ
菜は寒さを調節するため，二重の
保泊施設となっている.このつま
み菜はカイワレの種子を用い，カ
イワレダイコンのようにウレタン
樹脂に播種されるので，収穫作業
は容易.茨城県阿見町飯倉二区
(斎藤撮影)
写真4 つまみ菜のハウス栽培
(2000年12月3日)
ビニールハウス内で露地と同じ
ように栽培されるつまみ菜. しか
し，この季節ではつまみ菜の露地
栽培はみられない.中央のハウス
の右側の畝から収穫が始まってい
る.右側のハウスでは収穫の 6割
が完了し，左側のハウスは収穫直
前である.茨城県阿見町飯倉二区
(斎藤撮影).
写真5 つまみ菜の集出荷施設
(20∞年5月8日)
1980年に進出したヤマシン商事
の阿見工場であり，つまみ莱とレ
ンコンの東京大田市場への周年出
荷を行っている.阿見町実穀にあ
る(大森撮影)
